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お話しする内容

• 第2班の大まかな話（調査ルートなど）
• 旧河道の液状化被害
–熊本市内
–阿蘇市内

• 災害調査におけるIT技術の活用
–兵庫県南部地震（１９９５年）
–新潟県中越地震（２００４年）
–東北地方太平洋沖地震（２０１１年）
–熊本地震（２０１６年）



第2班の調査期間とメンバー

• 調査期間：平成28年5月20日～22日

• 班員
原田 徹（建設；鋼構造及びコンクリート，道路）

稲村 貴志（総監，建設；河川・砂防及び海岸・海洋）

木村 一成（応用理学；地質）

吉岡 崇（応用理学；地質 建設；土質及び基礎）



第2班の調査ルート

阿蘇山

1日目：阿蘇山南縁～西縁

2日目：阿蘇山北西～県道28号 西原村

3日目：熊本市内 益城町 阿蘇神社



熊本市内の液状化被害

• 河川（白川）沿いの耕作地や住宅地で噴砂跡
を確認．

• JR九州鹿児島本線川尻駅付近の東側，国道
3号の西側にかけて，電柱の沈下・傾斜，宅
地地盤の不同沈下などの液状化被害が確認
された．







クレーター状の噴砂跡



電柱の沈下と傾斜



電柱の沈下と傾斜

撮影：稲村氏



建物の不当沈下

電柱の沈下と傾斜

撮影：稲村氏



撮影：稲村氏

波打つ路面



阿蘇市内の黒川沿い

赤水付近の旧河道沿い

内牧温泉北側の耕地



黒川

旧河道（三日月湖）

旧河道（三日月湖）

旧河道（三日月湖）

圃場内の地割れ（旧河道）



三日月湖

液状化跡



地割れ（旧河道？地表地震断層？）



内牧温泉北側の耕地の液状化



災害調査におけるIT技術の活用
• １９９５年 兵庫県南部地震

Windows95リリース．携帯電話はまだ一般には普及していない．地形図
は紙ベース．インターネットの幕開け（研究者間でMLにより情報を共
有）．リバーサルフィルム（パワーポイント普及してない）．

• ２００４年 新潟県中越地震
携帯電話の普及．カーナビによる現在地の確認（2000年米国国防総省が
民間用GPSのSA信号を停止し位置精度が一桁向上）．デジタルカメラの
普及（2メガピクセル機オリンパスC-2000ZOOM登場1999年）．現在地を
記録するのにカーナビの写真を撮るという使い方．

• ２０１１年 東北地方太平洋沖地震
WebGISグーグルアース（2005年6月）の普及．スマートフォンの普及
（3G回線） GPS・コンパス付きデジタルカメラ（CASIOの名機EX-H20G)．
位置情報付きのJPG画像や，移動軌跡をグーグルアース上で表示．

• ２０１６年 熊本地震
スマートフォンの高速回線化．WebGISグーグルマップの超進化．タブ
レット端末の普及．Earthビューで変状を見つけてポイントを落とす→
グーグル先生によるナビゲーションの開始．


